
学校訪問だより【２０】 王滝村立王滝小学校 

ホッと一息みんなの憩いの場 

令和７年１２月２２日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まほろば珈琲の様子 

 まほろば珈琲で時間を過ごし、高橋さんやそこに来た住民の方々と会話をすることを通して、まほろば珈
琲は住民の皆さんにとって憩いの場であるとともに、ホッと一息する心のオアシス、さらにはコミュニティ
を深めていくなど、大切な場所であることが伝わってきました。 
 ここに来て、高橋さんとの会話を楽しんだり、住民同士で会話を楽しんだり、愚痴を言い合ってストレス
発散をしたり、勉強したりするなど、それぞれが自分の時間を楽しむ場所であり、居心地の良い場所である
と思います。さらに、ここでのんびり、まったりと過ごす中で、いろんな事を考えたり自分がやろうとして
いる事へのヒントやアイデアを得たり、エネルギーを得たりしていることも感じました。 
 まほろば珈琲は、多世代が集い、交流し、情報交換をしながら住民同士のつながりが深まる、まさに第３
の居場所になっています。さらに、高橋さんの入れる本格的な珈琲、愛情たっぷりの珈琲が、住民の心と心
をつなぐ架け橋となっていることは間違いないです。 
 

１１月２７日（木）に、王滝小学校のコミュニティルームで行っている「まほろば珈琲」を参観させてい
ただきました。まほろば珈琲は、王滝村地域おこし協力隊で活動していた高橋さんが主催しています。毎週
木曜日の９時から１７時３０分までオープンしていて、住民、子ども、学校職員、観光客など、誰でも自由
に、気軽に立ち寄れる喫茶店風のコミュニティルームです。ここでは、珈琲専門店で働いていた経験のある
高橋さんが入れる本格的な珈琲を無料で楽しめます。その様子を紹介します。 

 
・高橋さんとの会話を楽しみながら今日飲む珈琲を決めるのが楽しい。 
・仕事を終えて、ここでおいしい珈琲を飲んで、ホッと一息ついて家に帰りたい。 
・何もしないことをやりに来る。のんびりしながらその時の偶然を楽しむ。 
・自然とコミュニケーションが生まれ、世間話で盛り上がる。 
・来た人同士がおしゃべりしながら、その人の人柄や特技を知り、つながりができる。 
・プライベートや仕事の話、愚痴やストレス発散、ボーっとするなど、過ごし方は人それぞれ。 
・木曜日を中心として生活している。おいしい珈琲が飲めて、おしゃべりができれば、それで十分。 
 
 
 
 

利用する住民の方の話 

【高橋さんの思い】 

まほろば珈琲が、家や学校、職場以外で、皆さん一人一人のもう

一つの居場所「第３の居場所」となってほしい。 

学校内に地域の方が寄り合い、子どもたちとのコミュニケーシ

ョンをとることで、地域住民と子どもたちとのつながりを深めて

ほしい。さらに住民同士が集い、情報交換の場として多目的に利用

してほしい。そして、おいしい珈琲によって生まれる空間の居心地

の良さを感じてほしい。 

【ウクレレの練習をする小学生】 【勉強をする中学生】 

【会話を楽しむ、珈琲を楽しむ、住民の皆さん】 


